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　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動をされている
方などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。� 問農林課　☎22-1253

羽山朝採り市　毎週土曜日9:00～12:00
　人気農産物であるトウモロコシやあま～いトマト、
お盆用花なども取りそろえ、皆さまのお越しをお待ち
しています。
●場所　犬卒都婆公会堂前
問小

お

畑
ばた

　胖
ゆたか

　☎27-2236

軽トラ市　毎週金曜日9:00 ～ 12:00
　生産者とおしゃべりをしながら楽しいひとときを過
ごしてみませんか？
●場所　すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、山
やま

田
だ

　☎26-1345

※しろいし産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売しています（直
売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」
は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

馬牛沼産直センター
　８月８日（土）から13日（木）までの間、休まず営業し
ます。旬の野菜はもちろん、毎年好評の桃やお盆用の
切り花を販売します。
　毎週火・木・土・日曜日9:00 ～ 18:00
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

小十郎の郷　～農産物生産者募集中～
　年末年始を除いて毎日9:00 ～ 18:00営業！
　８月８日（土）～ 13日（木）の６日間、「小十郎の郷お盆
セール」を開催します。2,000円以上お買い上げの方に、
野菜１点（100円相当）をプレゼント！　大好評のお盆用
切り花もご奉仕価格で販売します。
●場所　JAみやぎ仙南白石地区事業本部構内
　（福岡長袋字八斗蒔）
問小十郎の郷　☎22-0881
　http://www.kojuro-sato.com

●８月の人気農産物
　ナス、キュウリ、トマト、
サヤインゲン、トウモロコ
シ、桃　など

バーバ工愛市（クラブいち）
　今月は旬の野菜のほか、生花、おこわ弁当、漬物な
どがオススメです。また、毎年恒例の「盆盆市」も開
催します。生花や果物、新鮮夏野菜を取りそろえてお
待ちしています！
■盆盆市
　①８月８日（土）
9:00～12:00（JAみ
やぎ仙南福岡支店構
内店）、②８月12日
（水）9:00～12:00（旧JAみやぎ仙南白石地区事業本部な
なめ向かい、JAみやぎ仙南福岡支店構内店）両店舗同
時開催します！
・旧JAみやぎ仙南白石地区事業本部ななめ向かい
　（バーバ工愛市のオレンジ色のぼり旗が目印です！）
　毎週水曜日　9:00 ～12:00
・JAみやぎ仙南福岡支店構内店（旧あぐりハウス白石）
　毎週土曜日　9:00 ～12:00
※８月15日（土）は臨時休業します。
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

▲小菊▲ほおずきはお盆飾りの定番

青っ葉市直売所
　月１回の「サービスデー」（定期市）も好評開催中！
お買い上げ金額にかかわらず、お好きな新鮮野菜１点
をサービスします。
　また、お盆恒例「盆花市」
①～③の３店で、８月12日
（水）9:00 ～12:00に同時開催！
　小菊やアスター、旬の新鮮
野菜などを販売します。
①ポーチパーク内　毎週水・土曜日9:00 ～ 12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　毎週水曜日9:00 ～ 12:00
③いきいきプラザ　毎週土曜日9:00 ～ 12:00
※スーパービック白石店でも新鮮野菜を販売しています。
問佐

さ

藤
とう

よし子
こ

　☎25-8860

▲色鮮やかなアスター。お供
え物にいかがですか？

小原いきいき直売所　11月末まで毎日10:00～ 15:00営業！
　（悪天候により休業あり）
　８月９日（日）「第12回夏の検断屋敷まつり」を開催！　
小原の夏の風物詩をお楽しみください（26ページ掲載）。
●場所　小原材木岩公園内
問小原いきいき直売所　☎29－2760

月27日、白石薬師堂ホタルの里を守る会（村
むら

上
かみ

隆
たかし

会長）と白石温泉薬師の湯共催の「第13回ホ
タル祭り」が白石温泉薬師の湯で開催されました。薬
師の湯で行われた開会式には市内外から約200人が来
場。大鷹沢こども太鼓の演奏や弥治郎ダンサーズのダ

６ ンス披露、よさこい走乱白石城の皆さんによる力強
い演舞などを楽しみました。その後、通称「おがる石」
まで移動。小雨が降る中、ゲンジボタルの光を見つ
けた来場者たちからは「いたよ！」「きれい」など、
歓声が上がっていました。

幻想的なホタルの光に感動！
第13回ホタル祭り

1_ダンスを披露する弥治郎ダンサーズ　
2_「景綱囃

ばや

子
し

」「孫太郎太鼓」など計３
曲を演奏する大鷹沢こども太鼓　3_「お
がる石」までの道を飾った花灯

とう

路
ろ

　4_開
会式のラストを飾ったよさこい走乱白石
城。来場者の皆さんと一緒に踊った最後
の曲では、会場が笑顔であふれました
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把
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が
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ま
た
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句
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句
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。
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踏
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。
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一
句
目
、
十
薬
は
ど
く
だ
み
の
名
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
繁
殖
力
が
強
く
、ど
こ
ま
で
も
広
が
る
。

そ
の
こ
と
を
「
余
白
な
き
ま
で
」
と
言
い
切
っ
た
こ

と
で
佳
句
に
な
っ
た
。

　
二
句
目
、夏
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
。
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ゆ
る
よ
う
な
真
っ
青
な
空
を
背
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っ
て
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り
降
り

て
く
る
の
を
驚
嘆
と
と
も
に
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
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て
咲
く
。
日
中
に
開
き
夕
方
に
萎
む
の

で
昼
顔
の
名
が
あ
る
。朝
顔
に
似
た
薄
紅
色
の
、小
さ

な
可
憐
な
花
を
「
人
恋
ふ
る
」
と
見
た
作
者
の
感
性
。
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一
句
目
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
。
最
後

の
砦
「
九
条
」
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
噴
出
し
て
い

る
。
国
内
世
論
と
世
界
情
勢
の
狭
間
で
ギ
リ
ギ
リ
の

選
択
が
迫
ら
れ
る
。

　
二
句
目
、
次
々
と
記
録
を
塗
り
替
え
る
横
綱
。
強

け
れ
ば
風
当
た
り
も
強
い
。
し
か
し
強
者
な
る
が
故

に
品
格
風
格
も
求
め
ら
れ
る
。得
意
平
然
失
意
泰
然
。

　
三
句
目
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
を
め
ぐ
る
金
の
疑

惑
。神
聖
で
あ
る
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
に
水
を
差
す
結
果
と

な
っ
た
。「
度
が
過
ぎ
て
上
手
の
手
か
ら
水
が
も
れ
」。
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっ
きり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


